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沖縄県

４２名（県・市町村等職員）

平成20年11月14日

H19活動実績より、活動実践者自らが写真等を用いて活動の内容や実施後の効果に
ついて発表を行った。意見交換会では、それぞれの地域の現状や地域活性化の手法
等に関して活発な意見交換・情報共有がなされた。
　発表者からは、他地区の活動を知ることができたこと、自らの活動に関する意見
や評価を受けることができたこと、また県や市町村に対し、要望等を直接話すこと
ができた良い機会であったとの声があった。

　基金事業に対する理解を深め、市町村の積極的な関与により継続的な地域活動に
つながるよう協力を促すため。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



名護市

主催：沖縄県、沖縄県ウォーキング協会

共催：名護市

都市住民及び地域住民　２００名

国営環境保全型かんがい排水事業（羽地大川地区）真喜屋ダム

２０，２００円（パンフレット印刷経費等）

(写真1) (写真2) (写真3)

みんなで記念撮影 土地改良事業で整備された畑沿い 土地改良施設(真喜屋ダム)の説明に

を歩く参加者 聞き入る参加者

平成２１年２月１日（日）

　　平成１５年度より沖縄本島の各地で行っており、６回目になる今年は国営環境
保全型かんがい排水事業（羽地大川地区）で造成した真喜屋ダムを起点に行われ
た。コースは受益地である真喜屋集落や補助事業で整備したほ場や農道、県指定史
跡で、琉球王国時代のかんがい事業を顕彰する改決羽地川碑記等を廻るおよそ１３
kmのコースの里地・里山を設定した。
　当日は、１８℃の気温の下、晴天で、更に桜の開花時期と重なったため、２００
名近くの参加者は心地よい汗をかきながら、美しい自然や歴史などにふれながら
ウォーキングを満喫していた。ウォーキング終了後はダムの広場で、やんばる料理
研究会の軽食販売や、山原女性農業者の会等が当日採れた野菜等の直売を行い、参
加者に喜ばれるだけではなく、地元の地場産品のアピールにも繋がり”農業農村”
は食を支える基盤であることを伝えることができた。

　ウォーキングを通して、土地改良施設の役割の大切さや農業用水の維持管理の大
変さ、重要性等について理解を深め、農村の多面的機能・農村地域の資源保全活動
の必要性を啓発する。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



今帰仁村

地域リーダー 玉城オリエ

村内農林漁業従事者及び一般村民と都市地区住民  約300人

４１０，４９０円

うち２７５,０００円県基金から支出

平成20年４月2７日(日)

農地や農地周辺の地域資源を活用した下記の田舎体験プログラムを実施。農村の環
境保全への理解を深められたと同時に、多くの村民と都市住民がイベントをとおし
て交流を深めることができ、地域の活性化が図られた。
１）あぜみちウォーク
２）昔おもちゃづくり
３）ふれあいステージ

農地や農地周辺の地域資源を活用した田舎体験プログラムの実施によ
り、都市地区住民との交流や｢農地や農業｣それらを取り巻く環境の保全活用への理
解と認識を深め、あわせて地域外からの集客により地域活性化を図る。

県営緊急総合畑地総合整備事業　湧川地区

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



伊平屋村

地域リーダー　グループエコライフ　代表　西江　重信

地元中学生及び地域住民25名（田植え）　子ども会及び地域住民50名（稲刈り）

団体営ほ場整備事業前泊地区

177,711円（うち156,000円を基金から支出）

平成20年８月17日（田植え）　平成20年11月22日（稲刈り）

　地域の農家や住民の協力を得ながら、地元の小中学生による田植え、稲刈り等の
農作業体験や自然観察を実施し、子どもたちの食料・農業・農村に対する理解を促
進した。
　また、農業農村整備事業の目的や農村地域の多面的機能等について説明を行い、
地域農家や住民の認識を深め、地域住民活動の活性化に貢献した。
　今後は、グリーンツーリズム体験や食品加工体験（野草の製品化等）を県内小中
学生を対象に実施していく予定である。

　田植え、稲刈り等の農作業を地元の小・中学生に体験させ、農業を人間生活に大
切な食料生産活動として捉えてもらうとともに、農村の風景やそれらを育むかけが
えのない自然の大切さを理解してもらい、将来の農業農村の担い手を育成すること
を目的とする。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



名護市

地域リーダー　天仁屋区長　大城　千代子

￥193,500の内（￥174,000）は、ふるさと農村活性化基金

写真　別紙添付

平成　20年 8月　23日～　24日

土地改良区内の清掃を実施することで、農道、排水路、防風林帯等の各施設が正常
な機能を発揮する事により、地域環境保全に対する重要性の再認識にもなり、参加
した地域住民も共同活動の必要性を認識し、地域の活性化にもつながった。

　地域住民による、農道の草刈及び整備、排水路土砂除去、防風林の剪定等の協同
作業を実践することにより、土地改良施設の維持管理に対する必要性及び関係者の
地域農業を取り巻く環境保全の認識、土地改良区域への啓発を図る。

　　　　農家　20人

天仁屋地区県営畑地帯総合整備事業

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



今帰仁村

実施主体：今帰仁村字湧川区

共催：今帰仁村パインアップル生産部会

地域リーダー

湧川区民、農家、婦人会、老人会等　参加人数　25人

３２８，０９２円

うち３２０,０００円県基金から支出

平成２０年５月１６～２８日

土地改良区内の排水路及び土砂溜桝の浚渫を行うことにより、土地改良施設の機能
回復が図られ、農家の営農意欲の向上につながった。
　この活動を通じて参加者に土地改良施設の適正管理の重要性と耕土流出防止等地
域環境に対する意識の向上が図られ、地域活動の活性化を推進することができた。

農家と地域住民による排水路及び土砂溜桝の浚渫を行うことにより、土地改良施設
の維持管理の重要性を認識させ、地域住民活動の活性化を図るために基金事業を活
用した。

県営緊急総合畑地総合整備事業　湧川地区

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



名護市

地域リーダー　石川　保世

農家　婦人会　向上会　老人会　　１００名

　源河区県営緊急総合畑地総合整備事業　

３２０，０００円　（ミニユンボ・ダンプカー・草カリ機・ホーク・燃料費）

うち293,000円は基金から支出

平成20　年　6　月25　日～　８月３０　日

　土地改良区内の清掃の草刈り、排水路の土砂除去作業を実施する事により地域環
境保全に重視する事ができ、また共同作業をすることにより地域の結束が深まり、
地域の活性化につながりました。

土地改良区内の排水及の草刈・土砂溜桝の浚渫を行うことにより、地域の農業環境
の向上を図り又、地域の美化活動にも意識をもたせリーダ育成にも支援できる。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



名護市

地域リーダー　　久　高　良　宣

地域住民　　　１６７名

数久田地区県営畑地帯総合整備事業

３５６，０００円

ふるさと農村活性化基金事業より　２９３，０００円

数久田区より　６３，０００円

写真　　別紙添付

平成２０年１１月１９日～３０日（５日間）

農道の草刈り清掃、雑木の伐採、排水溝の土砂除去作業等参加した地域住民も共同
活動の必要性を認識し、地域の活性化にもつながった。

土地改良の農道、排水路等の清掃作業を実践する事により受益者及び関係者の農業
を取り巻く環境への認識、土地改良地域への啓蒙を図るため。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



伊平屋村

主催：         いへや特産品フェア実行委員会

共催：　伊平屋村商工会、伊平屋村、JA沖縄伊平屋支店、伊平屋村漁業協同組合

地域リーダー： 宮城　普男（伊平屋村商工会副会長）

 観光客・帰省客 765人　島内住民 約400人 　　計　約1,165人

県営かんがい排水事業伊平屋北部地域　　元気な地域作り交付金（農道）前泊地区

１０１，６７２円（うち、１００，０００円県基金から支出）

平成２０年５月３日(土）～５月４日(日）

  伊平屋村の特産品を村内外にアピールすることにより、農林水産物の生産意欲の
向上を図ることと、特産品製造・創作への気運を高めることを目的とする。併せて
農林水産体験・自然体験をとおして伊平屋村の豊富な自然、観光資源の掘り起こし
を行い再確 認を図る。

〔・横断幕制作・イベント保険・広報車燃料費・会場設営消耗品・リース代〕

   島内で生産された農林水産物や加工品を試食、展示、販売することにより、特産
品製造に対する意欲や気運を高め実践することにつながった。また、自然体験を組
み入れ土地改良圃場の見学とその機能の啓発を図ることにより、観光客及び村内住
民の農業基盤整備についての再認識を図ることに繋がった。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



うるま市

うるま市津堅区自治会

地域住民、津堅小中学校児童　８５名

県営畑地帯総合整備事業、津堅地区

５７１，３０５円（雑木及び石礫除去、植樹苗代、ペイント材料等一式費用）

うち基金から５６９，８００円支出

平成20年11月21日

森林公園の雑木除去、石礫除去等により環境を整え、地域児童に植樹させることに
よりふるさとの森の再生を図る。休憩所等も塗装、美化を図り、地域住民が地域財
産を適正に保全する心を養う。

津堅地区で整備された農道及び事業地区の一角に位置し、いこいの森として造成さ
れた森林公園がギンネム等雑木の繁茂やゴミ等の不法投棄により、日々の管理が困
難な程に環境悪化している状況を改善する。また、地域の共同作業による維持管理
を行うことにより、地域の連帯感を強化、地域活動の活性化をはかる。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



うるま市

宮城島池味土地改良区

地域住民　９０名

農村総合整備事業与那城地区（池味地区ほ場整備）

４７６，７００円（防風林に混入した雑木除去、農道排水路、沈砂地等の維持管理費

うち基金から４７０，０００円支出

平成20年11月30日

沈砂地、農道、排水路、防風林等土地改良施設の維持管理について「地域の財産は
地域の手で」の共通認識を再生し、地域住民の共同作業による土地改良施設の適正
な維持管理を行い、あわせて景観保全等に資する。

土地改良施設周辺がギンネム等雑木繁茂やゴミ等の不法投棄により、日々の管理が
困難な程に環境悪化している現状を改善する。また地域の共同作業による維持管理
を行うことにより、地域の連帯感を強化、地域活動を活性化し、土地改良施設の適
正な保全を図る。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



読谷村

長浜川土地改良区

地域住民、都市住民　３００名

県営かんがい排水事業、長浜地区

530,000円（コンサート開催、保健所申請、会場設置費用）全額基金から支出

平成20年11月23日

長浜ダムの多目的広場においてふれあいコンサートを行うことにより、地域住民を
始め都市住民への土地改良財産の多面的機能の啓蒙普及を図る。また、受益地で生
産された農作物や加工品等、地産地消を展示紹介することにより田舎・まちんちゅ
の交流を促進する。

県営かんがい排水事業で整備された長浜ダムの多目的広場において、コンサートを
通じて地域住民と都市住民との交流を図り、広く土地改良財産の多面的機能の啓蒙
普及を図る。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



南城市

目取真地区環境保全実行委員長　大城秀雄

農家・区民　２４９名

県営農地保全整備事業　目取真地区

500,000円（苗木、重機使用料等）全額基金から支出

平成20年10月26日（日）・11月2日（日）・11月23日（日）

地域住民による農業施設周辺の清掃及び区内の花園づくりを行った後、グランドゴ
ルフ大会を開き地域住民の親睦を深めた。また、地区内の農業用施設である農道、
排水路、圃場の現状視察ウォーキングを開催し、施設保全の重要性の共通認識を
図った。今後も地域住民による環境保全活動を実施していく計画である。

混住化が進む中清掃・花園づくり活動を通して、地域住民のふれあいと土地改良施
設の環境保全についての理解を深めながら、農地の有する多面的機能の良好な発揮
と地域住民活動の活性化を図る。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

主催：フクギの会　石垣島土地改良区　八重山支庁農林水産整備課

地域住民　約２０名

県営ほ場整備事業　大浜地区

３８２，８００円（防風林苗代、農作業器具代、肥料代等）全額を県基金から支出

平成２０年４月１日（火）～平成２１年３月３１日（火）

　地域住民がフクギ、ゲットウを植栽し、防風ネットの設置まで行ったことで、農
業振興を図るうえでのハード事業が持つ重要性について身を以て実感することがで
きる。

　地域住民参加による防風林（苗木）の植栽及び防風ネット等の維持管理作業を行
いながら、隣接スペースを活用し各自好きな野菜等を栽培する。防風林の機能回復
を図るとともに、農業農村整備事業に対する理解を促進する。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

地域リーダー：川上博久

主催：吉原自治公民館

地域住民　約２０名

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金　吉原地区

２９９，２５０円（のぼり旗製作費、調理器具代）全額を県基金から支出

平成２０年７月１３日（日）

　集落内にある休耕地を借り、農作物づくりを始め、採れた野菜にて料理教室を行
う。近年都市住民の移り住みが多い地区でもあるので、住民交流の場として料理教
室を開催し新住民による洋風料理から、地元おばぁ達の伝統料理を皆で作り、コ
ミュニケーションを図った。
　また、日曜市の「のぼり旗」を作成し県道沿いへ掲げる事により、日曜市及び集
落に活力を注入し、地域活性化を図ることができた。

　集落内にある休耕地の解消、新旧住民の交流、マンネリ化した日曜市の脱却を図
り、農村集落の活性化、地域リーダーとしての活動を充実させたい。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

地域リーダー：又吉哲夫（栄公民館長）

主催：栄自治公民館　　石垣島土地改良区　

共催：八重山支庁農林水産整備課　水土里ネット八重山支所

子ども会及び地域住民　約４０名

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（栄地区）

３６９，６００円（重機使用料、花の苗代、肥料代等）全額を県基金から支出

平成２０年１１月４日（火）

　栄集落は石垣島の北東部に位置し、緑豊かな景勝地となっている。公民館前広場
の入植50周年記念「開拓」の石碑周囲や、集落入口の荒れ地に美しい花園を造成し
たことで農村景観が向上し一層魅力ある農村となった。
　また、子供から大人まで一体となって植栽作業を行ったことで住民同士の交流が
深まるとともに、良い情操教育が行われた。

　子どもたちも含め、地域住民が一体となって植栽作業を行うことで、情操教育の
場を創造するとともに農村風景を保持し、土地改良施設の多面的機能を発揮するこ
とで地域活性化を図る。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



竹富町

地域リーダー：西大舛高旬

主催：さがり花育てる会（竹富町土地改良区、大原公民館、子ども会、婦人会、壮年会、青年会

共催：八重山支庁農林水産整備課　　水土里ネット八重山支所

子ども会及び地域住民　約５０名

経営体育成基盤整備事業　大保良田地区

４９９，８００円（重機使用料、苗代など）全額を県基金から支出

平成２０年１１月１５日（土）

　経営体育成基盤整備事業で造成された排水路沿い等に「サガリバナ」を植栽した
ことで、大保良田地区が生産性だけでなく景観的にも優れた地区となり、都市住民
の来訪機会拡大による活性化が期待できる。
　また、子供から大人まで一体となって作業を行ったことで住民同士の交流が図ら
れ、今後はこの場所が住民の憩いの場として活用される見込みである。

　土地改良事業で造成された施設への植栽活動による美しい農村環境づくりと、地
域住民の情操教育の場及び憩いの場の創造を推進する。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

地域リーダー：東内原稔

主催：星野自治公民館

地域住民　約６０名

団体営中山間地域総合整備事業　石垣北部地区

３６９，６００円（農作業機械代、油代など）全額を県基金から支出

平成２０年６月２２日（日）

　集落内農道を生い茂っていた雑草や、通行を妨害していた倒木の除去を行うこと
により本来の快適な空間「人魚の里」を取り戻せた。また、公民館周辺の花壇や集
落道沿いへも各自が持ち寄った花を植栽することにより、以前よりも一層明るい農
村地域になった。
　町によって整備された道路の必要性・重要性を地域住民が十分に理解し、自分た
ちの手で維持管理を続けることで住民同士の交流が図られ地域の結束がさらに強
まった。土地改良施設が農業にだけ活用される存在、を超えたものとなっている。

　土地改良事業で造成された施設の除草及び植栽活動による美しい農村環境づくり
を行い、「人魚の里」としての地域活性化を図り魅力ある地域づくりを目指す。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

地域リーダー：箕田俊晴

主催：崎枝自治公民館

地域住民　約２０名

団体営中山間地域総合整備事業　石垣北部地区

３６９，６００円（苗代、農作業器具代、看板制作費など）全額を県基金から支出

平成２０年１２月７日（日）

　石垣北西部に位置する崎枝集落は、石垣島の中でも特に優れた景勝地である「御
神崎」を訪れる観光客、市内住民が、必ず当集落の幹線道である市道を通行してい
くため、かなりの交通量がある。その市道沿いに地域住民の手で島バナナを植える
事により、住民の結束、地域活性化、来訪者の目を楽しませる事ができる。
　また、バナナは脇芽からの再発芽を出すことから、この活動を契機に以後の増殖
も期待できる。

　崎枝地区の幹線道である市道沿いの防風林帯に実バショウ（バナナ）を植栽する
ことにより、地域の活性効果と地域住民の親睦を深めたい。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



竹富町

地域リーダー：前鹿川徹

主催：干立自治公民館

地域住民　約６０名

団体営中山間地域総合整備事業　星の砂地区

２８８，７５０円（農作業機械代、油代、苗代など）全額を県基金から支出

平成２０年９月２０日（土）

　干立集落は西表西部に位置し、集落には天然記念物の「ヤエヤマヤシ群落」や国
の補助で建てられた10戸のペンション等があり観光客も頻繁に訪れる。しかし集落
の入口付近が、雑草の繁茂や、沼があることで地元や観光客からのゴミ捨て場と化
している。
　今回集落の玄関を地域住民総出で除草や植栽を行い生活環境、集落環境を改善し
たことで、地域の意識改善にも繋がり、集落への来訪者へも気持ちよく迎え入れら
れる環境となった。

　土地改良事業で造成された施設の除草及び植栽活動による美しい集落内の環境美
化活動を行い、「ヤエヤマヤシ群落の元、干立」としての地域活性化を図り魅力あ
る集落づくりを目指す。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



竹富町

地域リーダー：石垣金星

主催：祖納自治公民館

地域住民　約２０名

団体営ため池等整備事業　東祖納地区

３６９，６００円（農作業機械代、油代、苗代など）全額を県基金から支出

平成２０年５月５日（月）

　ため池等整備事業で造成された用水路沿い等に「サガリバナ」を植栽すること
で、祖納地区が生産性だけでなく景観的にも優れた地区となり、西表の中でも「サ
ガリバナ」の名所となることが期待される。
　町によって整備された用水路の必要性・重要性を地域住民が十分に理解し、自分
たちの手で維持管理を続けることで住民同士の交流が図られ地域の結束がさらに強
まった。土地改良施設が農業にだけ活用される存在、を超えたものとなっている。

　土地改良事業で造成された施設への植栽活動による美しい農村環境づくりに併せ
て、自然の猪垣を造成する事により、地域住民の憩いの場創造及び農作物被害の軽
減を推進する。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■



石垣市

活動主体：名蔵ダムまつり実行委員会

八重山支庁農林水産整備課、石垣市むらづくり課、石垣島土地改良区、沖縄総合事務局土地改良課

土地改良総合事務所、水土里ネット八重山支所

地域住民　約１，３００名

国営名蔵川かんがい排水事業

817,644円（謝礼金、景品代等）273,000円を県基金、残は課事務費から支出

平成２０年１０月２５日（土）

　湖面、堤体、周辺施設を多面的に活用した「遊び」に加え、パネル展や管理所見
学などの「学び」があったことで、多くの方々に農業用ダムを効果的にＰＲでき
た。
　また、地元小学校や農村婦人の会、市消防団と連携した各種催しを行ったこと
で、地域との交流も深まった。

　農業用ダムが良好な景観形成、親水機能といった多面的機能を有していることを
ＰＲするため、ダム本体及びその周辺施設を活用したイベントを開催することによ
り、農業用ダムが多くの住民にとってより身近な施設となることを目的とする。

■市町村名■

■活動主体または地域リーダー■

■活動日■

■参加者、人数■

■関連事業■

■基金事業を活用した理由■

■活動内容■

■活動費用■


